














レ-ランの演説に着目し､その歴史的意義について考察した｡この演説は､命令的委任の廃止を求める内容だっ国民議会が旧来 代表理論の転換を名実ともに成し遂げ､国民議会主導 改革を進めてい-ためには､命令的委任の廃止を明確にする必要があった｡革命の流れを押しとどめようとしていた　｢反革命派｣は､ 根拠 て抵抗した｡ かし､敵密な論理で組み立てられたタレ-ランの演説の前に彼らは敗北し'代議 を目指す革命の潮流は決定づけられた｡このようなタレ-ランの演説 歴史的意義を､議会内討論や｢反革命｣貴族のパンフレッーと比較を通じて明らかにし ｡
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第三章においては､一七八九年一〇月の　｢聖職者財産国




革命派｣は､宗教問題を足がかり て憲法制定国民議会内での政治的主導権を握ろうとしていた｡しかし｢九一年体制派｣　は　｢反革命派｣　の要求を拒否するこ に成功し､これ以後'｢反革命 ｣は議会内闘争 あきらめざるをえなくなる｡従来 　｢九一年体制｣研究におい ､議会内の｢反革命派｣　の政治動向に着目した研究は少なく､この点でも本論文の成果を主張することができるだろう｡このよ
うな政治情勢の かでタレ-ラン ､｢思想･良心の自由｣　の理念を前面に出し､｢反革命 ｣ に対して断固たる
対決姿勢を見せた｡この事実を複数の史料から確認した｡
第五章では　｢九1年体制｣　の公教育案である　｢タレ-ラ
ン報告｣　の分析 行っ それは'公教育を通じて　｢九一年体制｣を支える新たな世代を形成するとともに､旧世代である大人たちの教化を目的としたものだった｡｢最大多数の幸福｣　の名の下に正当化され ､少数派の排除という｢九一年体制｣　の特質のひとつは'｢九一年憲法｣　の条文に示されている以上に'こ ｢タレ-ラン報告｣　 なかに
色濃く反映されていることが､分析から明らかとなった｡
第六章では､一七九〇年二月にタレ-ランが起草し朗読














































策の一つ､｢聖職者市民化基本法｣　 確立をめざした運動の中にクレーランの役割を無理なく跡付け ｡一七八九年一〇月の　｢聖職者財産国有化 提案｣は､単に国家の財政赤字克服 ためのも ではな-､社団としての教会･修道院を解体して聖職者を市民化する意図の下に出され
いるとする｡つまり､これによってフランス社会の核を担っていた社団的編成を解体し､国家権力と直接つながる個人である ころの国民を創出したのだとする｡
第四章では､一七九〇年七月一二日の　｢聖職者市民化基
本法｣　の成立にともなう､ 内の　｢宣誓司祭｣派支配地域と　｢宣誓忌避司祭｣派のそれへの分裂状況 中での'議内ヘゲモニー闘争におけるタレ-ラン 発言とそ 役割を問題にしている｡ローマカトリックの国家宗教化は否定できたが'彼の｢思想･良心の自由｣理念堅持 姿勢と､｢自由｣をめぐる現実政策とのズレを明らかにしている｡
第五章では､公教育をめぐる議論の中から　｢九一年体
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